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WG1が考える AI-Driven時代 の Project Managers のイメージ

※ DALL-E3で生成した『仮想ロボットライクなAIマルチエージェントを活用、PMもジェダイのように進化』するイメージ



2024年までのWG1
活動の成果
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WG1：PM4AI (Project Management for Artificial Intelligence)

PM4AI

Project Management 
for AI

リーダー： 岡元 大輔
サブリーダー：小山 恵一郎

グループ名 グループリーダー

D0：AIプロジェクトの進め方 小林 功

D1：実用化～実用化後の課題 和田 安有夢

D3：AIプロジェクト特有のリスク 西山 淳

D4：機械学習の品質マネジメント 佐藤 朋信

E5：AI PMBOK
 （AIプロジェクト知識の体系化）

岡元 大輔

2024年は、テーマ別に5つのグループで研究活動を実施した

AI導入プロジェクトを成功させるための手法を多面的に研究

以下の報告は活動成果抜粋
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リーダー： 小林 功
サブリーダー：小山 恵一郎

2024年

2025年



AI PMBOK（AIプロジェクト知識の体系化）を目指す
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E5チーム

プロジェクト
の開始

作業の遂行 プロジェクト
の完了 (定常業務)組織編成

と準備(事前作業)

名称は一般に用いられるマネ
ジメント領域の用語を用いる

プロジェクト計画書

スコープ定義

スケジュール計画

組織編成

スケジュール・マネジメント

コスト・マネジメント

品質・マネジメント

スコープ・マネジメント

リスク・マネジメント

コミュニケーション・マネジメント

創出価値の明確化

プロジェクトの終結

プロジェクト憲章 プロダクトの維持

価値生成の確認ビジネスケース

契約

変更・マネジメント

ステークホルダー・マネジメント

プロジェクト構成

コスト見積もり

ＰＭコンピテンシー

１．企画 ２．ＰｏＣ ３．開発 ４．運用・保守

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
要
素

成果物
プロセスの
フェーズ

スケジュール・マネジメント

コスト・マネジメント

品質・マネジメント

スコープ・マネジメント

リスク・マネジメント

コミュニケーション・マネジメント

変更・マネジメント

ステークホルダー・マネジメントＸＸ・マネジメント

ＸＸ・マネジメント

検討済み

１１月検討実施



EC事業の運輸業務へのAI適用を仮想プロジェクトで想定
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D1チーム

船

東京 名古屋

倉庫
（3PL）

大型トラック
（一般道路）

大型トラック
（高速道路）

大型トラック
（一般道路）

倉庫
（物流センター）

軽トラック
（一般道路）

生活者

①倉庫への荷物の積み下ろし
 - トラックの大きさや出し入れの順番に
合わせた、船から倉庫（港）へ積下ろ
し、倉庫内への格納

①船の到着予測
②積荷の大きさ・重さ・形状識別
③倉庫内の空き状況
④倉庫への積み下ろし（時間）
⑤倉庫での保管期間

①大型トラックの走行ルートの最適化
②道路の交通渋滞の予測
③自動運転トラックの専用レーン・追随走行
による自動運転（GPSによる位置情報把
握）

①稼働可能な車の状態予測
②軽トラックの配達ルート最適化
③配達ルートと積荷のマッチング

①配送状況のリアルタイム追跡
②配送ルート予測・到着時刻予測

②高速道路における自動運転
（トラック専用レーン、追随走行、GPS
通信による自動ナビゲーション 等）

③配達ルートと荷物のマッチング
- 軽トラックの稼働状況の把握と配達
ルートの最適化を予測し、軽トラックへ
の最適な荷物の積み方を提示

④ルート走行情報に基づく、到着予想
時間の精緻化
 - リアルタイム追跡（誤差15分以内
の配達時間管理により配達時の不在
を防ぐ）

Phase1Phase2 Phase3Phase4

将来的には、幹線輸送の自動運転化を目指しつつも、倉庫での仕分けや、生活者の受取り時間の改善を
目指し、Phase1ではラストマイル輸送の効率化に向けた、ピックアップ拠点での幹線輸送車からの荷下しと、
ラストマイル輸送車への荷積における最適な荷物とトラックのマッチングにAIを活用するプロジェクトを設定した。

生成AIによる
PJ計画の出力Try



AIガバナンス・リスク・品質のフレームワークを研究
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D4チーム

NIST/
AIリスクマネジメント
フレームワーク（AI RMF」

EU-ACT

AIガバナンスの国際規格
ISO/IEC 38507

AIマネジメントの国際規格
ISO/IEC 42001

Disciplined Agile
（要求仕様の調整）

総務省・経済産業省「AI事業
者ガイドライン」

合わせて各種品質データを基に、機械学習・生成AIツールで評価を試行



D0チーム：AI導入プロジェクトから価値を引き出す手法を研究
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PoC
小規模適用

中規模適用
大規模適用

継続的なインテグレーション（CI)、A/Bテスト他

レベル2 レベル2’ レベル2’’

仮説の
効果検証

ビジネス価値定義

価値検討フェーズ

開発・運用チーム連携 運用チーム主体

PoCのキャズム

AIを含む事業・
システムの

ビジネス価値
検討

レベル１

組織立上げフェーズ

実践編

計画編

AI PJの具体的な
目利き

ユースケースで検討 ＋ 生成AIの活用実技編

AIを検討する
下地を創る

組織への階層
毎のAI導入
教育が必要！

昨年の活動
AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2025 - Copyright and all rights reserved.

D0チーム



ゴールデンサークル  WHYから始めることで、本質的な価値に気付く！

なぜから始めよう | サイモン・シネック | TEDxPugetSound

https://www.youtube.com/watch?v=u4ZoJKF_VuA

WHAT

HOW

WHY ◎

×

人は感情（ビジョン）で動く
これが目的につながる！

これは目的ではなく、
手段である！

これをプロジェクトの最後まで一貫して問い続けること、見直していくことで最終的な価値が得られる！
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D0チーム

https://www.youtube.com/watch?v=u4ZoJKF_VuA


10

価値検討フェーズのフロー
STEP1

実現したい価値
の洗い出し

本質的な
価値の絞り込み

Why→How→
Whatの整理

価値と実現策の
対応付け（Why起点）

Value・Pain特定
（受益者視点）

How・What特定
（提供者視点）

プレイヤの
洗い出し

受益者・提供者・
つなぐ関係性

ビジネスモデルの
妥当性

実現価値を
AI用語で表現

利用可能な
データの特定

利用可能な
モデルの特定

STEP2

STEP
３

STEP4

プロジェクトの
要件定義へ

ゴールデン
サークル

バリュー
プロポジ
ション

ビジネス
モデル
キャンバス

AI要否
チェック

適用箇所
特定

機械学習
プロジェクト
キャンバス

業務フロー分析
＆ギャップ分析

Noの場合
通常PJ
プロセスへ

 プロジェクトをスタートする前に、本質的な価値と実現手段を検討

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2025 - Copyright and all rights reserved.

D0チーム



2024年の活動の成果 価値検討手法から生成AIの活用まで各種プレーブックを纏めた
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4
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D0チーム
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 RAGによる既存ナレッジとの組合せで最適解を得る！生成AIでRAGが必要になる領域

単発のプロンプトによる
問合せで得られる領域

RAGによる経験の蓄積と
組合せて最適解を得る領域

AI@Work Community of Practice, 
PMI Japan 2025 - Copyright and all 
rights reserved.

生成AIに丸投げではなく
ヒューマン・イン・ザ・ループで
価値を実現

D0チーム

2025年は、AIマルチエージェント
を上手く活用したい！



ユースケース（仮想プロジェクト）による検討 介護の世界の科学的情報システム（LIFE）の
適用の世界で、AIで効果・価値をUPさせる！

※LIFE：厚生労働省が令和3年から
導入した科学的介護情報システム。
自立支援・重度化防止のために、効果
がか科学的に裏付けられた介護実現す
るため、必要なデータを収集・分析する
ためのデータベースを活用する。

民間の介護ケア事業者と厚生労働省
で双方向でデータを集積・利活用する
仕組み。

LIFE適用により介護報酬が加算になる。

＜LIFE：科学的介護情報システムの概要＞

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2025 - Copyright and all rights reserved.
画像引用：ケアの質の向上に向けた科学的介護情報システム（LIFE）利活用の手引き（2Pより）
https://www.mhlw.go.jp/content/12301000/001247219.pdf 13

D0チーム

https://www.mhlw.go.jp/content/12301000/001247219.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/12301000/001247219.pdf


今回のLIFE対応企業のプロジェクトでLIFEを拡張するイメージ（仮）

50人規模収容×10か所
（PJ・マネジメントが行える程度の
規模） ×
ジムやヘルスケアサービス企業と

コラボ
（健常者も未病の段階から利用）

今回の発表の検討には含めない

生活自立度

認知症進行度合い

生活意欲

ADL／BI

DBD13

Vitality Index

＜従来のLIFEによるサポート＞
スタッフによる人手の観測記録がメイン

 食事・移動・トイレ・歩行
 階段昇降・着替え
 排便コントロール
 排尿コントロール

 物事に関心示さない
 徘徊・言い掛かり・繰り言
 紛失癖・世話の拒否
 貯め込み etc.

 起床
 意思疎通
 食事
 排泄
 リハビリ活動

認知症進行度合い

生活意欲

ADL／BI

DBD13

Vitality Index

＜AIによるLIFEの拡張（案）＞
ユーザが観測許容する活動に限定

 歩行の安定度・姿勢
 階段昇降の安定度
 移動距離
※ 3Dカメラで骨格の動き抽出

 生成AIとのクイズ応答
 脳の活性度
 論理的思考度
※ 楽しみながら予防的利用

 腕の上がる角度
 手足の動作の機敏性
 転倒防止のバランス性
※ リハビリ中の動作分析
楽しみながらユーザーも認識

＜適用するAI（案）＞

骨格抽出・動作分析AI
3Dカメラで骨格の動き抽出
手足・腕・首・姿勢を識別
移動角度・範囲・速度から
各種自立度を推定

会話型生成AI
生成AIとのチャットを通じて
ユーザーの反応を分析
好奇心・興味を惹いたり
会話の論理性を分析

色々AIはあるが下記はサンプル

表情抽出AI
顔の表示やまばたき頻度
などから脳の活性度分析
笑い顔などからリラックス度
推定 etc.

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2025 - Copyright and all rights reserved. 14

D0チーム



ビジネス、業務プロセス、アプリケーションを統合的に俯瞰出来る！

エンタープライズアーキテクチャ の考え方で、プロジェクトの構造を整理

＜凡例＞ 『AIプロジェクトマネージャのための機械学習工学』を参考

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2025 - Copyright and all rights reserved. 15

D0チーム



AI@WorkのWebサイトに各種プレイブックを掲載
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https://www.pmi-japan.org/aiatworkcommunity/

https://www.pmi-japan.org/aiatworkcommunity/


2025年 WG1のチーム構成と
活動計画
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2025年 WG１の活動のチーム構成
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CPチーム CPMAIフレームワークによる
PM×AIの知識体系、方法論の確立

VSチーム 価値を実現する、WHYから始まる
AIプロジェクトの効果的な進め方

CoEチーム AIプロジェクト／ポートフォリオの
包括的なPMO／CoEの研究

GQチーム
AIプロジェクトの
包括的なガバナンス
品質などのフレーム
ワークの研究

RKチーム

AIプロジェクトの
リスク摘出と対策の
フレームワークの研究

OPチーム

AIプロジェクトの
開発から運用の
円滑な移行の研究

凡例：

：継続
（D0⇒VS

D4⇒GQチーム）

※D3チームからリニューアル
Risk(RK)チームとして新スタート

：新規

：新規

※OPチームは2025年後半に
掛けて立上げを想定

（PMI日本支部のIT運用研究
チームにコラボご相談したい！）

AI@WORKの活動も6年目に入り、
WG1全体でも面的なカバレッジを組織的に上げていきたい！
チーム間コラボ・クロスオーバー連携も活性化

VS：Value and Success
GQ：Governance and Quality

OP：Operation



2025年 D0改めVSチーム計画
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解決しようと
する課題

①中規模の企業でも、AIプロジェクトから価値を引き出して、成功に導く方法論の研究
②AI-Driven技術の急速な進化に追いつけない、対応可否で、社会の格差が広がることを防ぐ

適用する手段 ①WHYから始まるゴールデンサークルを基調としたユースケースベースでの方法論の具体化
②AIマルチエージェント技術もTry＆Go⇒経験が少なくてもAIプロジェクトを進められる考え方・方法の研究

実施計画

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

リーダー：小林 功 メンバー：7名 VSチーム

ユースケース研究②（LIFE)

AIマルチエージェント活用検討

各種AIマルチエージェント技術の調査と、AIプロジェクトへの適用試行

PMI日本フォーラム発表準備

ユースケース研究③ ユースケース研究④

AI@Work Conference発表準備

プレイブック①
Project Management
Vs
Product Management

プレイブック②
HybridなAI開発PJの進め方

プレイブック③
AI Drivenな組織への変化の仕方

ユースケース: 中規模企業を救うロボティックス他を想定



AIマルチエージェント活用と、対応可能な人材の育成方法を研究
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※ DALL-E3で生成した『困難なプロジェクトをAIマルチエージェント活用して達成するイメージ』

1）ユースケース２で纏めたような『エンタープライズ』アーキテクチャのような俯瞰した
ものをAIエージェントを活用して効率的に作成する手法

２）このような複合的なAIアーキテクチャを検討出来る人材、チーム、組織の作り方
⇒ プレイブックとして纏めて行く

ユースケースに
よる具体化

AI価値実現

AI対応
人材育成

AIエージェント
フル活用

VSチーム



2025年 D4改めGQチーム計画
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解決しようと
する課題

①AIプロジェクトが様々な社会的なインパクトを起こす時代に入っている
②ガバナンス・品質など、国際標準化、AI-ACTなどの規制へ対応も必要

適用する手段 ①グローバルの動向を調査して、我々もPMの観点でそれに対応してアクティブに行動する
②ユースケース（VSチームとコラボ）として介護ケアプロジェクトを取り上げ、具体的な課題・対策を研究する

実施計画

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

リーダー：佐藤 朋信さん、メンバー：6名
GQチーム

ユースケース研究②（LIFE)

D0チームとコラボで具体的なLIFE（介護ケアプロジェクト）で
課題と対策を検討

PMI日本フォーラム発表準備



AIガバナンス・リスク・品質のフレームワークを研究
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GQチーム

NIST/
AIリスクマネジメント
フレームワーク（AI RMF」

EU-ACT

AIガバナンスの国際規格
ISO/IEC 38507

AIマネジメントの国際規格
ISO/IEC 42001

Disciplined Agile
（要求仕様の調整）

総務省・経済産業省「AI事業
者ガイドライン」

合わせて各種品質データを基に、機械学習・生成AIツールで評価を試行

D0とコラボでLIFE
介護ケアプロジェクトで
具体的な課題と対策を
研究する



2025年 CPチーム計画
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解決しようと
する課題

①データDrivenで進むAIプロジェクトは、不定の項目が多い中で進める必要があり、従来手法では適応困難
②逐次開発するアジャイルとデータサイエンス指向のCRISP/DMもAIのデータによる不確定性対応で完全ではない

適用する手段 ①Cognilytica が、何千もの AI プロジェクトの経験から、AI プロジェクトが失敗する主な 10 の理由を特定
②アジャイルとデータサイエンス指向のCRISP/DMの長所を採り入れ、弱点を克服した手法を提供

実施計画

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

リーダー：小林 功、メンバー：8名
CPチーム

Cognilyticaコース受講

資格取得と攻め方のポイントを整理

AI@Work内で、Cognilyticaの水平展開方法を検討

PMI日本フォーラム発表準備

ユースケース研究で具体的な適用検討

AI@Work Conference発表準備

プレイブック④
Cognilyticaの実際のPJへの
適用方法について（ユースケースベース）



アジャイルとCRISP/DMの長所を採り入れ、弱点を克服した手法を提供
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CPチーム

①データ中心のAIにアプリケーション開発アプローチを適用する
②十分な量のデータがない
③データの品質が不十分
④AIソリューションと問題とのROIの不一致
⑤継続的なAI、モデル、データの反復、ライフサイクルの計画の欠如
⑥実世界のデータとインタラクションとトレーニングデータおよびモデルの不一致
⑦概念実証の考え方を実際のパイロットに適用する
⑧AIプロジェクトのデータコンポーネントの時間とコストを過小評価する
⑨ベンダーの約束と現実の不一致
⑩AI の能力を過大に約束し、プロジェクトの成果が不十分

Cognilytica が、何千もの AI プロジェクトの経験から特定した、AI プロジェクトが失敗する主な10の理由

CRISP/DM

CPMAI 方法論: 
出典: © Cognilytica



CPMAI は、認知プロジェクトを短縮し、スピードアップする方法として、
Cognilytica の 7つの AI パターンを使用
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CPチーム

CPMAI フェーズ I: ビジネスの理解
- 「ビジネス上の問題を AI ソリューションにマッピングする」

CPMAI フェーズ II: データの理解
- 「問題に対処するために適切なデータを入手する」

CPMAI フェーズ III: データ準備
- 「データ中心の AI プロジェクトで使用するためにデータを準備する」

CPMAI フェーズ IV: モデル開発
- 「ビジネスの問題に対処する AI ソリューションの作成」

CPMAI フェーズ V: モデル評価
- 「AI ソリューションが現実世界とビジネスのニーズを
満たしているかどうかを判断します。」

CPMAI フェーズ VI: モデルの運用化
- 「AI ソリューションを現実世界で活用し、反復して
価値を提供し続ける」

適用するAIプロジェクトが、 Cognilyticaの7つのパターンの
どれに該当するかを識別することで、無駄なく迅速に最適な手法を選択できる。

CPMAI 方法論: 出典: © Cognilytica

CPMAI には 6 つの主要なフェーズがあり、
すべて反復的でデータ中心



2025年 CoEチーム計画
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解決しようと
する課題

①AIプロジェクトでは、開発から運用まで、組織を横断する俯瞰した組織が必要
②組織のナレッジをマネジメントして、戦略的に行動して、必要なら幹部に物申す役割が不可欠

適用する手段 ①PMIから“PMO TIP GUIDE” が発行されており、AI対応プロジェクトのPMO（＝CoE)の役割が参考になる
②AI対応プロジェクトで必須なCoE機能を整理して、AI@Work内で咀嚼、プレイブックを発行

実施計画

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

リーダー：山本 雅也さん、メンバー：6名 CoEチーム

PMO TIP GUIDEを読み込む

AIプロジェクトに必要なポイントを整理

AI@Work内で、戦略的にPMO＝（CoE)の組織立上げ、機能化を議論

※参考：PMIからPMOのPracticeガイドが
３月中に発行予定

（発行されたら内容を確認して、必要項目を反映）

ユースケース研究で具体的な適用検討

AI@Work Conference発表準備

プレイブック⑤
AI対応プロジェクトにおける戦略的PMO
＝CoEの立ち上げ方と機能化について



AIプロジェクトの観点では、少なくとも２つの考え方のPMOが必要！
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CoEチーム

個々のプロジェクトに
従属する形のPMO

非AIの従来型の
プロジェクト（PJ)では、
記録・・マネジメントなど
の役割で存在した

AI対応PJではナレッジ
マネジメントが
不可欠

AI対応PJでは、この
２つのタイプのPMO
が求められる

組織横断で開発・
運用チームの相互
連携をはかったり、
人材の融通、事例の
水平展開などを
カバーする

AI対応PJでは、
組織のナレッジマネ
ジメントが不可欠
また戦略計画も
必須である

すなわちPMO＝CoE
で必要なら幹部にも
物申す存在である
べき

このタイプのPMOで
あっても、生成AIなど
AI-DrivenでPJを
効率的に運用する
ノウハウは必須になる！

CoE（センターオブエクセレンス）

注）CoE（センターオブエクセレンス）や、PMOの用語の定義には様々な解釈があるようなので、AI@Work内でまず定義を合わせる必要あり



2025年 RKチーム計画

28AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2025 - Copyright and all rights reserved.

解決しようと
する課題

①AIプロジェクトのリスクの考え方は、AIそのものの急速な発展により、FIXした考え方がある訳ではない
②生成AIによるハルシネーション、著作権侵害が問題であったが、AGIが見えて来ると制御、ガバナンスリスク
対策が重要

適用する手段 ①MITから777種類にわたるAIリスクがリポジトリ化されて発行されており、発生カテゴリが考え方として参考になる
②またAIリスクがAI起因／人間起因、発生タイミング：デプロイ前／後なども1次レポートが出ており、考慮が必要！

実施計画

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

リーダー：中田 孝一さん、メンバー：4名
RKチーム

MITリスクリポジトリの調査

AIプロジェクトで考慮必要なリスクの考え方を整理

AI@Work内で、戦略的なAIリスクへの対応検討の道筋をディスカッション

MITから777種類のAIリスクリポジトリが公開された

またAGIに近づくにあたって、悪意のある用途の防止、
人間によるAIのガバナンス、制御、AIの自律学習に掛ける
制限などが重要になってきた

ユースケース研究で具体的な適用検討

AI@Work Conference発表準備

プレイブック⑥
AI対応プロジェクトにおけるリスク対策で
PM、PMOが知っておくべき事と対応策



MITから777種類のAIのリスクがリポジトリ化されている！
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RKチーム

https://airisk.mit.edu/#Repository-Overview

MITのリポジトリは今後も変化、新規に発生するリスクが逐次追加、更新される柔軟な
構造になっている。
興味深いことに、AIによって引き起こされる割合はほとんどAIそのものであったり、
デプロイ後に発生することが分かる。
したがって我々はデプロイ前では未定でも、その後発生するリスクに備える必要がある

https://airisk.mit.edu/#Repository-Overview


2025年 OPチーム計画
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解決しようと
する課題

①AIプロジェクトは、開発から運用フェーズへのスムーズな移行が必要。一方データは運用段階で変遷する
②日本企業の大多数は、開発終了とともに、開発チームから運用チームへ引き渡して別開発にチームはシフトする

適用する手段 ①モダンプロジェクトライフサイクル（P.33）を意識して、プロジェクト計画を立てる必要がある
②そのために開発チームと運用チームのコラボ、人材交流をはかって、運用チームもAIのCI/CD（P.35 ）に対応要

実施計画

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

下期からスタート予定 OPチーム

PMI日本支部内で、IT運用を考えるチームとコラボ・AIプロジェクト対応を議論

開発から運用までシームレスに対応可能な組織作りの検討

プレイブック⑥
AI対応プロジェクトにおける開発から運用の流れで
必要な課題と対応策



AIプロジェクでは特に開発段階から運用チームとのコラボ準備が不可欠！
特に『Ideation』（アイデアを纏めるところ） のフェーズの重要性が大きく増してくる
『Implementation』（実装）の段階から、走りながら利益を獲得、『Run』のフェーズ へシームレスに拡張していく

～ RicardoとAntonioのAI-Driven Project Management Revolutionより ～
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OPチーム



Googleの開発体制の例
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OPチーム

レベル０ レベル1

レベル2 CI / CD パイプラインの自動化

CT用 ML パイプラインの自動化手動プロセス

開発チーム

レベル０⇒１⇒２と進化するとともに、開発チームと運用チームの
密連携が不可欠になってくる

⇒ 親密度（連携度）が
     AI組織の成熟度を表す

運用チーム

開発チーム

開発チーム

運用チーム

あらかじめ下記のような開発チームと運用チームのコラボを体制で考慮要

https://cloud.google.com/architecture/mlops-
continuous-delivery-and-automation-
pipelines-in-machine-learning を参照

https://cloud.google.com/architecture/mlops-continuous-delivery-and-automation-pipelines-in-machine-learning
https://cloud.google.com/architecture/mlops-continuous-delivery-and-automation-pipelines-in-machine-learning
https://cloud.google.com/architecture/mlops-continuous-delivery-and-automation-pipelines-in-machine-learning
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まとめ

 ①これからのプロジェクトには確実にAIが使われるシーンが多くなります

 ②私達は、PM×AIの領域を多面的な観点で成功に導く手法を研究
しています

国内外の先進的な事例や、基礎的なことを学びたい方、この今最も
ホットな領域を一緒に探検してみませんか♪

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2025 - Copyright and all rights reserved.
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